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信頼性保証証明

株式会社三菱化学安全科学研究所

横浜研究所

試験委託者： 環境庁

表題： 4，4’一スルホニルジフェノールのオオミジンコ（〃∂ρ加招〃∂8朋）に

対する急性遊泳阻害試験

試験番号： 9B457G

　本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され，本報告書には試験に使用した

方法，手順が正確に記載されており，試験結果は生データを正確に反映していることを下記の

通り確認した。

記

試験実施状況査察

試験報告書監査

実施日

2000年

2000年

2000年

1月17日

1月19日

3月31日

運営管理者および
試験責任者への報告日

2000年　1月17日

2000年　1月19日

2000年　3月31日

2000年　3月31日

　　　信頼性保証担当者
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1．表題：

2．試験目的：

　名称：

　住所：

　委託担当者：

　名称：

　所在地：

7．試験施設：

　名称：

　所在地：

3　適用ガイドライン

4』適用GL　P：

5．試験委託者

6．試験受託者：

　　　　　　　　試験実施概要

4，4㌧スルホニルジフェノールのオオミジンコ（加ρ加盈媚醐∂）に対する

急性遊泳阻害試験

被験物質のオオミジンコ（伽ρ物指朋8朋）に対する急性遊泳阻害試験を行い，

24および48時間後の半数遊泳阻害濃度（EiC50）および最大無作用濃度

（NOECi）を求める。

　本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類，急性遊

泳阻害試験および繁殖試験」（1984年）に準拠した。

本試験は環境庁G　L　P規則に準拠した。

　環境庁

　　〒100－8975　東京都千代田区霞が関一丁目2－2

　企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐　 　

　株式会社三菱化学安全科学研究所

　〒105－0014　東京都港区芝二丁目1－30

　株式会社三菱化学安全科学研究所　横浜研究所

　〒227－0033神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1000番地
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8．試験関係者：

　試験責任者

　試験担当者

　分析担当者

9、試験期間：　試験開始日　　　　　　　1999年11月16日

　　　　　　　試験終了日　　　　　　　2000年　3月31日

　　　　　　　暴露期間　　　　　　　　2000年　1月17日～2000年　1月19日

10．保管：

　　試験に関する下記の記録および試資料は，試験報告書作成後10年間，当研究所試資料

　保管施設に保管する。その後の保管については別途協議の上定める。

　　　1）試験計画書，同変更の記録

　　　2）試験報告書

　　　3）生データ

　　　4）信頼性保証業務担当者の監査・査察記録

　　　5）被験物質

　　　6）その他必要なもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5一
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要 ヒ
日

試験委託者

環境庁

表　　題

　　4，4’一スルホニルジフェノールのオオミジンコ（伽助加∂認8刀∂）に対する急性遊泳阻害

試験

試験番号

　　　9B457G

試験方法

　　本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類，急性遊泳阻害試験およ

　　び繁殖試験」　（1984年）に準拠して実施した。

　　D被験物質：　4，4’一一スルホニルジフェノール

　　2）暴露方式：　止水式，水面をテフロンシートで被覆

　　3）供試生物：　オオミジンコ（伽ρ加珀〃昭刀θ）

　　4）暴露期間：　48時間

　　5）試験濃度（設定値）　：対照区，20．0，36．0，63．0，llO，200mg／L

　　　　　　　　　　　　　公比：L8

6）試験液量：

7）連数：

8）供試生物数：

9）試験温度：

10）照明：

11）分析法：

100mL／容器

4容器／濃度区

20頭／濃度区（5頭／容器）

20±1℃

16時間明／8時間暗

H　P　L　C法
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結　　果

　　1）試験液中の被験物質濃度

　　　　被験物質の測定濃度がすべて設定値の±20％以内であったため，各影響濃度の算出に

　　は設定値を採用した。

2）24時間暴露後の結果

　　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　　最大無作用濃度（NOECi）

　　100％阻害最低濃度：

3）48時間暴露後の結果

　　半数遊泳阻害濃度（EiC50）．

　　最大無作用濃度（NOECi）

　　100％阻害最低濃度：

118　mg／L　（95％信頼限界

63．Omg／L

200　mg／L

99．7mg／L　（95％信頼限界

63．Omg／L

200　mg／L

63．0～200mg／L）

63．0～200　mg／L）
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　　名　称：　　4，4’一スルホニルジフェノール（略称　S　D　P）

　　別名：　ビスフェノールS

　　　　　　　　ビス（4一ヒドロキシフェニル）スルホン

　　CAS　Nα：　80－09－1

　　構造式：

　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　・O　l　O㎝
　　　　　　　　　　　　　　0

　　分子式：　　CI2HIoO4S

　　分子量’1：　250．27

　　融点孚㌧　　　241℃

　　その他童1：　酸化剤，強塩基との接触に注意

　　‡L供給者提供資料

　純度素1：　　99．4％（中和法）

　日ット番号‘1：　GGO1

　供給者：

　供給量‘㌧　　50g

　入手日：　　1999年9月3日

　外観’㌧　　　白色粉末

　‡l　l供給者提供資料

　】．1名称，構造式および物理化学的性状

1　被験物質

L2供試試料
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1．3被験物質の確認および保管条件下での安定性

　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し，被験物質の特性が認められることを確

認した。試験終了時にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペクトルと

比較した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管中は安定であっ

たと判断された。

2 供試生物

1）和名：

2）学名：

3）入手先：

4）入手日：

5）入手後の管理：

6）感受性の確認：

7）親の馴化：

8）供試令：

オオミジンコ

、08助刀∫∂〃∂8刀∂

環境庁国立環境研究所

1995年7月18日

継代培養（最大飼育期間；4週間，換水頻度；少なくとも週3回）

基準物質（重クロム酸カリウム，試薬特級）による48時間の半数遊泳

阻害濃度（EiC50）＝0．57mg／L（この値は当研究所における1998年6

月以降のEiC50値0．59～L　O2mg／L（nニ3）にほぼ一致する。）

馴化期間；1999年12月28日～2000年1月16日

暴露開始前2週間の親の死亡率は5％以下で休眠卵および雄の発生は認

められなかった。　（馴化条件は以下に示す。）

生後24時間令以内の幼体

馴化条件

1）飼育水：

2）飼育密度：

3）水温：

4）照明：

5）餌：

6）給餌量：

希釈水（3．2参照）

1頭／80mL飼育水（25頭／2L）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

助ノ。∫θノ盈vθノ88が5

ミジンコ1頭当たり0．2mgC（有機炭素含量）／日
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3　試験方法

　3．1試験条件

　1）暴露方式：

　2）暴露期間：

　3）試験液量：

　4）連数：

　5）供試生物数：

　6）試験温度：

　7）照明：

　8）給餌：

止水式，水面をテフロンシートで被覆

48時間

100mL／容器

4容器／濃度区

20頭／濃度区（5頭／容器）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

無給餌

3．2　希釈水

　OECD化学品テストガイドラインNo．211「オオミジンコ繁殖試験」に記載してある調製水，

Elendt　M4を用いた。成分表を付属資料一1に示した。

3．3　試験容器および恒温槽等

1）試験容器：

2）恒温槽：

3）水温計：

4）溶存酸素計：

5）pH計＝

100mL容ガラスビーカー，テフロンシート製蓋

塩ビ製水槽（恒温装置，ダイテック製　クールニットCL－80F）

横河電機製245502型

電気化学計器製DOL－10型

東亜電波工業製HM－40V型

一11一



3．4　試験濃度の設定

　以下の表に示す予備試験（各2連，10頭／濃度区）結果に基づき、本試験濃度を次のよう

に決定した。

　本試験濃度：対照区，20．0，36・0，63．0，llOおよび200mg／L（公比：1．8）

予備試験結果

濃度（mg／L） 遊泳阻害率

24時間後 48時間後

対照区 0／10 0／10

15．0 0／10 0／10

50．0 0／10 0／10

150 3／10 9／10

3．5　試験液の調製

　被験物質を400mg秤取し，これを希釈水に溶解させ2000mしに定容し，被験物質濃度

200mg／しの原液を調製した。

　500mしのメスフラスコに希釈水を入れ，上記被験物質原液を各濃度に応じて添加し，各試

験液を調製した．なお，200mg／L区の試験液においては上記被験物質原液をそのまま使用

した。

　対照区には，希釈水のみを用いた。

　調製時の試験液の状態（外観）は対照区および全濃度区において無色透明であった。
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3．6　試験液の分析

　全濃度区（但し，各1試験容器）について，暴露開始時と暴露終了時の各試験液0．75mL

を測定用バイアルに採取し，アセトニトリルを等量添加後HP　L　Cにより分析した。アセト

ニトリルで調製した標準溶液（50，0および100mg／L）は，等量の水で希釈したものをHP

L　C測定試料とした・各試験液の被験物質濃度は，標準溶液のピーク面積との比から定量し

た。

　詳細は付属資料一2に示した。

3．7試験操作

　試験液の水温・溶存酸素濃度，pHを測定後，ガラスピペットを用いて供試ミジンコを投

入し・その時点を暴露開始時とした。その際，ピペット内の飼育水が，全量で試験液量に対

して1％以内となるようにした。その後，暴露終了時（暴露開始48時間後）まで飼育した。

　暴露開始24および48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った。試験容器を穏やか

に動かした後，15秒間泳げない場合は遊泳阻害されたとみなした（但し，遊泳とは水中を

泳げることを意味し，水底を這って動くものは阻害に含めた。水面で動くものについては，

水滴を落とす等の操作でミジンコを強制的に水中に沈めると遊泳するが，再び浮上した場合

には遊泳阻害に含めた。また，正常な遊泳でない場合でも15秒間に1回でも水中を遊泳し

た場合は，阻害に含めなかった）。

　水温，溶存酸素濃度およびp　Hは，暴露開始時および暴露終了時（暴露開始48時間後）

に，全濃度区（但し，各1試験容器）の試験液について測定した。

4　結果．の算出

　　各濃度区でのミジンコの遊泳阻害数と供試個体数（20頭）から遊泳阻害率（％）を求め，

　Binomial法，Moving　average法およびProbi　t法により，半数遊泳阻害濃度（EiC50）を算出

　　し，いずれか適切な結果を採用した。同時に，その95％信頼限界も算出した。

　　また，ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度区を最大無作用濃度（NOECi）とし，全て

　のミジンコが遊泳阻害を受ける最低濃度を100％阻害最低濃度とした。
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5　結果および考察

　5．1　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　該当する事象はなかった。

5．2　試験液中の被験物質濃度

　暴露開始時および暴露終了時（暴露開始48時間後）に試験液中の被験物質濃度を測定し

た。その結果をTable1に示した。

　設定濃度に対して±20％を超える分析結果は認められなかったため，以下の値（半数遊泳

阻害濃度，最大無作用濃度および100％阻害最低濃度）は設定濃度を基に示した。

5．3　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　各時間における遊泳阻害率および半数遊泳阻害濃度（Eic50）をそれぞれTable2および

Table3に，濃度一遊泳阻害率曲線をFigure1に示した。

　48時間暴露の対照区の遊泳阻害率は0％，水面に浮いたミジンコは0％であり，試験成立

条件を満たした。

　以上の結果から，以下の結論を得た。

　　　　24時間EiC50：118　mg／L（95％信頼区間：63、0～200mg／L）

　　　48時間EiC50：　99．7mg／L（95％信頼区間：63．0～200mg／L）

5．4　最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度

　最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度をTable4および以下に示した。

　　　　24時間NOECi二　63．O　mg／L

　　　　24時間100％阻害最低濃度：200mg／L

　　　　48時間NoEci：　63．o　mg／L

　　　　48時間100％阻害最低濃度：200mg／L
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5．5試験液の水温，溶存酸素濃度およびpH

　試験液の水温をTable5，溶存酸素濃度をTable6，p　HをTable7に示した。

　水温はすべての濃度区で20±1℃で，溶存酸素濃度はすべての試験液槽で飽和溶存酸素濃

度（20、0℃の飽和溶存酸素濃度：8．8mg／L）の60％以上であり，いずれも試験基準を満たし

た。p　Hはミジンコの飼育環境として適正範囲（6．0～8，5）内であった。

以　上
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Table1 MeasuredConcentrationsoftheTestSubstancemTest Water
（Stat　ic Conditions）

　　Nominal

Concentrat　ion

　　　（mg／L）

Me　a　s　u　r　e　d　c　onc　en　t　r　a　t　i　on（mg／D

O　Hour

　new

Percent　of
Nomina1

48Hours

　　old

Percentof
Nominal

　Geome　t　r　i　c　Mean

During48Hours
　　　　（mg／L）

Contro1

20．0

36．0

63．0

1　lO

200

〈0．03

20．4

35．9

62．4

108

19－1

102

100

99

98

96

〈0．03

20．4

37．1

64．7

108

190

102

103

103

98

95

20．4

36．5

63．5

108

190

new：

01d：

freshly　prepared　test　solutions

testsolutionsafter48Hoursexposure
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Table2 The　Numbers　of　I㎜obile〃∂ρ加1∂（Percent　I㎜obil　i　ty）

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Cumulative Numbers　of　I㎜obihzed〃8ρ加1θ

（PercentI㎜obility）

24Hours 48Hours

Contro1

20．0

36．0

63．0

110

200

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

8（40）

20（100）

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

13（65）

20（100）

一17一



Table3 Calculated　EiC50　Values

Exposure

Period

（Hours）

Eic50

（mg／L）

　　　95－Percen　t

Confidence　Limits
　　　　　（mg／L）

Stat　ist　ical　Method

24 118 63．0～200 Binomi　a1

48 99．7 63．0～200 Binomia1

Table4 No　Observed　Effect

100％　1㎜obility

Concentration （NOECi） and　Lowest　Concentrat　ion　　in

Exposure

Period

（Hours）

No　Observed　Effect

　　Concentrat　ion

　　　　　　（NOECi）

　　　　　　（mg／L）

Lowes　t　Concent　rat　ion　in

　　　　lOO％1㎜obility

　　　　　　　　　（mg／L）

24 63．0 200

48 63、0 200

一18一



Table5 Temperature

（StaticConditions）

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Temperature，℃

O　Hour

New

48Hours
　　Old

Contro1 19．6 19．7

20．0 19．6 19．7

36．0 19．6 19．7

63．0 19．6 19．7

110 19．6 19．8

200 19．6 19，7

W
d
e
l

N
∩
∪

freshly　prepared　test　solutions
testsolutionsafter48Hoursexposure

一19一



Table6 DissolvedOxygenConcentrations

（StaticConditions）

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

DissolvedOxygenConcentration，mg／L
O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 9．0 8．2

20．0 8．9 8．2

36．0 8．8 8．3

63．0 8．8 8．1

110 8．6 8．2

200 8．5 8．4

W
d

n
し
一
N
O

freshly　prepared　test　solutions

testsolutionsafter48Hoursexposure
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Table7 pH　Val　ues

（StaticConditions）

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

pH

O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 8．5 8．2

20．0 7．9 7．8

36．0 7．7 7．7

63．0 7．5 7．6

110 7．3 7．4

200 7．2 7．3

W
d

n
し
一
N
O

freshly　prePared　test　solutions

testsolutionsafter48Hoursexposure
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Figure1 Concentration－Response（1㎜obility）Curve
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付属資料一1

　希釈水の水質
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Table　A－1 Elendt M4　Medium　Recommended　by　OECD　Guidel　ine　No．

　　　Used　as　Di　lut　ion　Water

211

Macro　nutrients Concentrat　ion Uni　t

CaC12・2H20

MgSO4・7H20
KCl

NaHCO3

Na2SiO3・9H20

NaNO3

KH2PO4

K2HPO4

293．8

123．3

　5．80

64．8

10．0

　0．274

　0．143

　0．184

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

Trace　elements Concentration Uni　t

H3BO3

MnC12・4H20
LiCl

RbCl

SrC12・6H20
NaBr

Na2MoO4・2H20

CuC12・2H20

ZnC12

CoC12・6H20
KI

Na2SeO3

NH4VO3

Na2EDTA・2H20

FeSOべ7H20

2．8595

0．3605

0．3060

0．0710

0．152

0．0160

0．0630

0．0168

0．0130

0．OlOO

3．25

2．19

0．575

2、50

0．9955

mg／L

mg／L

．mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

μ9／L

μ9／L

μ9／L

mg／L

mg／L

Vitamines Concentration Uni　t

Thiamine　hydrochloride

Cyanocobalamine（B12）

Biot　ine

75．O

L　OO

O．750

μ9／L

μ9／L

μ9／L
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付属資料一2

試験液の分析方法
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試験液の分析方法

1　試験液の分析方法

　各試験液0．75mLを測定用バイアルに採取し，アセトニトリル0．75mLを加え混合し，H

PLCにより分析した。アセトニトリルで調製した標準溶液（50．0および100mg／L）は，

等量の水で希釈したものをHPL　C測定試料とした。各試験液の被験物質濃度は，標準溶液

のピーク面積との比から定量した。

2　高速液体クロマトグラフィー（H　P　L　C）測定条件

（装置）

　高速液体クロマトグラフ：

　ワークステーション＝

　　　パソコン：
　　　プリンター：
　デガツサー：

　送液ポンプ：

　オートサンプラ：

　カラムオーブン：

　紫外可視分光検出器：

Hewlett　Packard製HP－1100型（No．1）
HPケミステーション　（Wi　ndows　95）

HP　Ve　c　t　r　a　XM，　テ＋イスフ。レイ；　Ve　c　t　ra　VCA　l280

HP製しASER　JET4PLUS

G1322A型
G1312A型
G1313A型
G1316A型
G1314A型

（条件）

　カラム：

　溶離液：

　流速：

　測定波長：

　試料注入量：

　カラムオーブン温度：

Inertsi10DS－3V，　5μ凪　4．6x150㎜　（GL　Sciences　Inc．）

アセトニトリル70％，0．OIMリン酸二水素ナトリウム水溶液30％

1．O　mL／min

256nm

20μL
40℃

一26一



3　検量線

　　　被験物質の1000mg／Lアセトニトリル溶液を調製し，順次，アセトニトリルで希釈し0，

　　LOO，2、0015．00，10．0，20．0，50。0，100，200mg／しの標準溶液を調製した。この標準溶

　　液を等量の水で希釈したものを，HP　L　C測定試料とした．横軸に濃度を（mg／L），縦軸に

　　ピーク面積（count表示）をとり，検量線を作成した。検量線の最小二乗法による直線回帰

　　式の相関係数は，LOOOであった。

4　検出限界

　　最小検出ピーク面積を1countに設定し，これに相当する試験液中の被験物質濃度0．03

　mg／Lを検出限界とした。

5　添加回収試験

　　HP　L　C直接注入法のため添加回収試験は実施しなかった。

一27一



Figure　A－2－1 Cal　ibrat　ion　Curve
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Figure　A－2－2 Representat　ive　chromatograms

（
1
） Standard100mg／L，Ohr

Daしa　file ：C：￥HPCHEM、1、DATA￥457　SDP￥TESTOOO6．D

Inゴect二ion　Daしe
Te8ヒ　No．

Test　Sub6t：ance
Sampl　e　Name
Acq　Operaヒor
Acq・　図eヒhod
Analy8is　Met二hod

　OO／01！17　　　　　　　S。qLine
　：9B4！i7G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vial　No、

：8DP　　　　　　　　　　Inj、Vo1．

鄭：C：、HPC旺M￥1￥岡EηODS￥1999・M￥9B457G，M
　　　6
　　　2
20　μ1

口　　　　n

mAU

2000

1伽

1000

500

o

陸

』　　一

Aroa　Percont二Roporヒ：

Paek
　　＃

　　1

ReヒTime
　〔min］

　　1．77】」

Type

PBA

四idヒh
［皿土n】

　0．066

Arca
［counヒ〕

4日12．2

Heighヒ
〔counヒユ

■O日9．62

ハエea　を
　　【モ］

　　　100

Toヒa　l 48■2．2

・晋．@End　of　R巳port　・告＋

（2） ControI ，O　hr

Data　　f　i　le ＝C：、HPCHE岡、1、DATA、457SDP￥TESTOOO2．D

Injection　Dat：奪　　一〇〇！01／17　　　　　　　　　　　　　　　　　80q　Line

Te3ヒ　No．　　　　　　　：9B457G　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vial　No．

Test二　Sub5しance　　＝SDP　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　Inj．　Vo1、

Samplo　Naτne　　　　　：control　Ohr

畑．。縦蕗3「　1顛罵■■
Anaユysis　Meヒhod　：C＝￥HPCHEM￥■￥METHODS、1999．図、9B457G．M

　　　2

　　11
20　μ1

｝

脚

2000

159口

1000

500

o

Aτea　Percenヒ　Reporし：

Pa巳k
　　＃

ReヒT　i皿e

　［min］

Type widt　h
［min］

ハユrea　　　Height二　Aτea　、

lcounヒ］　［counヒl　　　lモ1

No　peaks　found

・＋壷 @End　of　Repoτヒ　晋＋寺
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F　i　gure　A－2－2 Continued

（3）

20．Omg／Lnominal，Ohr

Dat二a　file　　；C＝￥HPCHEM￥1、DATA￥457

　　　　　1njecしion　Dat：o　　　oo／01117

　　　　Te8t二No．　　　　　　　9B457G
　　　　To8し　Sub8t二ance　　：SDP

　　　　li轟：羅・轍輔』

　　　　Analysis　Meヒhod　：C：

SDP￥TESTOOO3．D

Seq　Line
via1餌O．
Inj。Vo1．

、HPCHEM、1、MET｝｛ODS￥1999．M、9B457G．M

　　　　3

　　　12

20　μ1

m貞u

卸oc

1500

1000

5ロロ

o

Area　Porcent　Roporし＝

Paek　RetTime
　　＃　　［minl

　　　1　　　1．7B　O

　　　　Tot：a1

Type

PBA

胃idヒh　　Aroa　　　Hoight＝　Area　を
【minユ　　Icounヒ〕　［oounヒ］　　　【亀】

　0．071　　　969．6　　2■1．12　　　　　100

　　　　　　　　969．B

壱昏壱@End　of　Roport：＋責古

（4）

63．Omg／Lnominal，Ohr

Daヒa　file ；C：、HPCHE図、1￥DATA￥457SDP、TESTOOO5．D

Injecヒion　Daヒ。　　：oolo1／17
Tesヒ　No．　　　　　　　　　9B457G

Te8し　Subsヒanc巴　　1SDP
Sample　Name　　　　　二〇〇nc－3　0hr
AcqΦeraし。r　■■■■■■■
八cq、　Method　　　　　gB457G．M
Ana　ly8i　s　Mot二hod　：C＝￥HPCHRM、1￥METHOD8、1999

Seq　Lino
via　l　No．

Inj。　VO1、

．踵、9B457G．M

　　　　5

　　　14

20　μ1

●

醐

2000

1獅

Iooo

珈

。

に

Paek　ReヒTime　　Tγpe
　　拝　　［min］

　　　1　　　1．771　PBハ

　　　　Toしa　l

　　Aτea　Percenヒ　Reporし＝

脚土dヒh　　　Aroa　　　Height：

【min】　　　［oount］　　Icounヒ｝

　O．068　　2969．7　　662．83

　　　　　　　2969．コ

Aエe　a　モ

　　［、］

　　　　100

＋論告　End　of Reporヒ　青青A
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Fi　gure　A－2－2 Continued

（5） 200　mg／L　nom　i　na　l，O　hr

Data　f⊥1e C；￥HP¢HEM、1、DATA、45フ　SDP￥TESTOOO8．D

In」ecヒion　Daしe
Te8ヒ　国。．

Te8t＝Sub日t二ance
Sample　Name
Aoq　Operaヒ。τ
Acq．　Meヒhod
Analysi8　Met二hod

　＝00！01／17

　9B457G
：SDP
・conc－5　0hr

鱒
Seq　Lino
vial　No，
I　nj、　VO1．

：C：、HPCHEM、1、図ETHODS￥1999．M￥9B457G．M

　　　8

　　16
20　μ1

｝

mAU

㎜

1伽

1㏄旧

鋤

。

ト

Are貴　Percont Roport：：

Paek　RetTi孤e
　　＃　　［min］

　　1　　　1、？73

　　　　Tota1

Type　　widヒh
　　　　　　　【min］

PBA　　　　　　O．066

Aτea　　　He　ighヒ
［counヒ］　　［eounL」

920ヨ．5　2155．3e

9203．5

Aコrea　な

　　膣］

　　　■00

青★噛 @End　of　Reporヒ　青膚響

（6）StandardlOOmg／L，48hr

Data　file ；C：￥HPCHEM￥1￥DハTA、457SDP、TESTOO15．D

Injecヒion　Daヒe
To呂L　No．

Tesし　Sub5しance
Sample　Name
Acq　Cp巴rator
Acq．　Mothod
Analys土s　Mcthod

　oo！01／19　　　　　　　　　　　　　　　　s¢q　Line

：3B457G　　　　　　　　　　　　　　　　　　viヨ1　No．

：SDP　　　　　　　　　　Inゴ．Vol．
二sヒd　■OO　ppm

騨：C：￥HPCHEM￥1、METHODS、■999、M￥9B457G、M
　　　6
　　　2
20　μ1

m《u

20D口

1500

1000

500

o

ト

Area　Percenヒ　Report二；

Paek
　＃

　　1

Re　LTime
　【min］

　　1．767

Tot　al

Type

PBA

珂idヒh
〔min］

　O．056

Aユrea　　HeighL
［counヒ］［counし】

4巳45．0　　1工35．09

4e45．O

Are　a　モ
　　［暫］

　　　100

十＋告 End　o重　Repo■t二　青★＋
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Figure　A－2－2

（
7
）

Continued

Control

Dat二a　file

；48hr

：C：、HPCHEM、1、DハTA、457 SDP￥TESTOO■■．D

Injecヒion　Daヒe
Te8t　No、
Tesヒ　Sub8ヒancc
Sample　Namc
Acq　Operaヒor
Acq、　Meヒhod
Analy8i8　Met二hod

：OO／01！19　　　　　　　　　　　　　　　Scq　Line

：9B457G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vial　No．

：SDP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inj．　Vol、

＝conしτ01　48hr

騨＝C；￥HPCHEM、1、METHOD8￥1999．餌￥9B457G．M
　　　2

　　11
20μ1

冊へu

20D口

1500

1000

500

o

Aユre員　Porccnt二Roport＝

Paok　Rot二Time
　　＃　　［min］

Tγpo　　　回idLh　　ハェoa　　　Hoight　　Aroa　智
　　　　　　［m土n］　【count］【oount］　［智】

No　peak8　found

★・告@且nd　of　Rεport　肯昏昏

（8）
20．O　mg／L　nomina1，48　hr

Daヒa　file ：C：、HPCHE回￥1￥DATA￥457　SDP￥TESTOO12．D

InjecしionDaヒe
To3t　No．
To8t二Sub8ヒance
Samplo　Namo
λcq　Opeコrator
Acq，　Met＝hod

Analysis　Method

OO！01／19　　　　　　　SeqLine
　gB45フG　　　　　　　　　　　　　　　　Vial　No．
：SDP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inj．Vo1．
；co玲。甲1　　48hr

一一：9B457G。M：C＝、HPCHEM、1￥METHODS￥1999．M、9B457G．M

　　　］

　　12
20　μ1

m《u

知oo

1500

1000

500

o

Area　Percent二Reporヒ：

Paek　ReヒTime
　　書　　【minl

　　1　　　1．762

　　　　Toヒa1

Type

VBハ

Widヒh
【min】

　0、065

ハエea　　Hoighヒ
［counし1　［counヒ］

　942．1　　225．65

　942、ユ

Area　を
　　佳］

　　　100

・翁＋ @End　of　Rεport二　昏昏f
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F　igure　A－2－2

（9） 63．0

Daヒa

Continued

mg／Lnomina1；48hr

fi］」e　　　C；、HPCHEM、1、DAT八￥45フ　SDP、TESTOO■4．D

工njecヒion　Date
Teεt　No．

Te白し　Sub8しance
Samplc　Name
Acq　Operat二〇r
Acq．　Meヒhod
Analy8i日　Meヒhod

　00／01／19

　9B457G
　：SDP

騨
Seq　Line
Vi　a　l　No．

Inj．Vo1、

：C：、HPCH剛、1、METHODS、1999．M、9B457G．M

　　　5
　　　14

20　μ1

｝

mAU

20口o

1500

1000

勤

o

o

Ar¢a　Perconヒ　Report二：

Paek　ReしTim奪
　　＃　　［min］

　　■　　　■．76日

　　　　Tot：a1

Type

PBA

脚idヒh　　　Area
【旧in］　　［counヒ】

．O．066　 2989．7

　　　　　　　2989．7

Height　　Aτea　竃

［countコ　田

　692層72　　　　　100

（10） 200

2aヒ己

mg／L

fi　l　e

膚皆十 End　of　R邑porL　膚昏昏

　nomina1；48　hr

；C：、HPCHEM、1、D飛丁λ￥457　SDP￥TESTO　O17 ．D

Inゴect二ion　Dato
Tost＝No．
Test二Sub8ヒance
Sa叩1e煎ame
AcqOperaしor
Acq、　Meヒhod
Analysi8　Meヒhod

　oo／0111g　　　　　　　　　　　　　　　　s巳q　Liロ0

　9B457G　　　　　　　　　　　　　　　　　　vial　No、
　：SDP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工nj．　VO1．

　：conC－5　48hr

卿　：C：￥HPeHEM、1、METHODS￥1999．M￥9B457G．M
　　　8
　　工6
20　μ1

醐

2000

15DO

1000

珈

o

A」rea Percent二Report：：

Paek
　　＃

　　1

RetTj。me　　Type　　　冒idt二h　　Aユroa　　　Height

　lmin］　　　　　［min】　［cqunヒ］［count］

　　1．767　PBA　　　　　O．065　　9183層エ　2190、62

Toヒa1　　　　　　　　　　　　　　　　　918ヨ．1

Area　智
　　【司

　　　■o　o

歯舞十 End　of　Reporヒ　★青＋

一33一




